
唐
琴
地
区
で
は
、
平
成
16
年
の

台
風
16
号
に
よ
る
高
潮
災
害
に
よ

り
、
独
居
高
齢
者
が
自
宅
で
逃
げ

遅
れ
る
と
い
う
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。

唐
琴
自
治
会
は
、
「
自
主
避
難

で
き
な
い
人
を
救
う
し
く
み
が
必

要
で
あ
る
」
と
、
既
存
の
自
主
防

災
会
を
「
唐
琴
自
主
防
災
会
連
合

会
」
と
し
て
再
構
築
。
市
の
要
援

護
者
台
帳
と
は
別
に
、
本
当
に
逃

げ
ら
れ
な
い
人
の
再
調
査
を
実
施

し
、
災
害
の
種
別
ご
と
に
対
象
者

の
選
別
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
有
事
の
際
に
は
、
要
支

援
者
１
人
に
対
し
２
人
が
支
援
す

る
体
制
や
、
自
家
用
車
で
逃
げ
る

た
め
の
ル
ー
ル
づ
く
り
、
平
時
か

ら
の
信
頼
関
係
づ
く
り
等
、
「
守

り
た
い
」
と
い
う
思
い
を
紡
い
だ

結
果
、
素
晴
ら
し
い
防
災
の
し
く

み
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

児
島
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

琴
浦
北
の
山
頂
で
開
催
さ
れ
る

「
白
尾
サ
ロ
ン
」
で
は
、
あ
え
て
身

体
を
動
か
す
体
操
等
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。
そ
の
理
由
は
、
ハ
ー
ド
な
作

業
の
後
（
畑
仕
事
等
）
、
山
頂
に
あ

る
集
会
所
に
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

す
で
に
十
分
な
運
動
で
あ
り
、
も
は

や
運
動
は
必
要
な
い
と
の
こ
と
。
前

半
は
学
習
の
場
、
後
半
は
地
元
で
収

穫
さ
れ
た
食
材
を
使
っ
た
食
事
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
時
折
他
地
区
の

サ
ロ
ン
か
ら
交
流
を
兼
ね
た
見
学
者

も
訪
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
自
然

な
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

白
尾
サ
ロ
ン
は
、
運
動
・
食
・
交

流
・
美
し
い
自
然
等
、
健
康
づ
く
り

に
欠
か
せ
な
い
多
く
の
機
能
を
備
え

た
地
域
の
通
い
の
場
で
す
。

総人口 ３２２人

高齢化率 ４８．４５％

高齢者
支援センター 琴浦

地域の
トピック バス路線廃止にともない、現

在は移動支援の立ち上げに向
けた話し合いやアンケート調
査も行われています。

総人口 ６，４０９人

高齢化率 ３９．４％

高齢者
支援セター 琴浦

地域の
トピック

唐琴自主防災会連合会の取
り組みは、真備町の服部地
区が取り組んでいる「見守
り支え合い活動」のモデル
となった取り組みとしても
有名です。

わがまちの様子

わがまちの様子

白
尾
サ
ロ
ン
の
健
康
づ
く
り

朝収穫した野菜や猪肉がふんだんに
入ったカレーライスで、身体の免疫
力向上を目指します！

前半の勉強会の様子。男性の参加率も高く、新型
コロナの予防に関する情報共有も行っています。

唐
琴
自
主
防
災
会
連
合
会

逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
取
り
組
み

避難支援者・要支援者一覧

唐琴自主防災会連合会 組織図

地上げを行い、
防災力を向上
させた唐琴自
治会館は、地
域独自の避難
場所として活
用されていま
す。
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児
童
ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
み
ら
い

琴
浦
南
小
学
校
内
に
あ
る
琴
浦
南

み
ら
い
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、※

互
近

助
パ
ン
ト
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、

児
童
ク
ラ
ブ
内
に
パ
ン
ト
リ
ー
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
「
未
来

あ
る
子
ど
も
達
の
た
め
に
」
と
の
思

い
を
込
め
て
「
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

み
ら
い
」
と
い
う
名
称
で
活
動
し
て

お
り
、
定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
フ
ー

ド
シ
ェ
ア
等
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
子

ど
も
達
や
保
護
者
だ
け
で
な
く
、
地

域
に
住
む
多
く
の
人
が
参
加
し
て
い

ま
す
。

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
み
ら
い
は
、

児
童
ク
ラ
ブ
と
地
域
を
つ
な
ぐ
架
け

橋
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

児
島
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

特
色
に
秀
で
た
手
工
芸
品
や
絵
画
、

ち
ぎ
り
絵
な
ど
、
地
域
住
民
の
特
技

・
才
能
が
集
ま
る
ち
い
き
の
玉
手
箱
。

そ
し
て
も
の
づ
く
り
工
房
や
ピ
ザ
窯
、

Ｂ
Ｂ
Ｑ
な
ど
、
様
々
な
地
域
交
流
活

動
に
活
用
さ
れ
て
い
る
み
ら
い
の
宝

箱
。こ

の
二
つ
の
拠
点
は
、
「
地
域
に

住
む
方
々
の
特
技
や
才
能
を
自
画
自

賛
で
終
わ
ら
せ
た
く
な
い
。
特
技
・

才
能
を
活
か
し
た
つ
な
が
り
づ
く
り

の
場
を
地
域
に
つ
く
り
た
い
」
と
の

思
い
か
ら
、
社
会
福
祉
法
人
王
慈
福

祉
会
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
住
民
を
は
じ
め
、
施
設
の
利

用
者
や
園
児
と
い
っ
た
、
地
域
で
生

活
す
る
多
く
の
人
が
活
用
す
る
こ
の

場
所
は
、
地
域
共
生
の
拠
点
と
し
て

も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

総人口 ８，３２３人

高齢化率 ３３．４６％

高齢者
支援センター 琴浦・児島中部

地域の
トピック

琴浦西小学校区には常設型の
ふれあいサロン「交流サロン
ふらっと」等、自由に交流で
きる場所や趣味や特技を楽し
める場所が多くあります。

総人口 ４，７６４人

高齢化率 ３２．３３％

高齢者
支援センター 琴浦

地域の
トピック

琴浦南小学校区小地域ケア会
議では、新型コロナの影響に
より集合型の会議は開催でき
ませんでしたが、「つながる
回覧」を活用し、集わない形
での開催を行いました。

わがまちの様子

わがまちの様子

フードパントリーみらいに関わるメンバー
主任児童委員や民生委員、愛育委員、PTA等、子ども達の
未来を思うメンバーが集まっています。

地域から集まってくる食品・
食材からは、子どもたちを思
う気持ちの大きさが伝わって
きます。メンバーがデザイン・

作成したイメージマス
コット

ち
い
き
の
玉
手
箱
＆
み
ら
い
の
宝
箱

みらいの宝箱で製作した「瓢箪募
金箱」には、たくさんの人達から、
赤い羽根共同募金が集まりました。

みらいの宝箱
特技をもった住民が
集まり、ものづくり
やイベントを開催し
ています！

ちいきの玉手箱 住民手作りの作品が多数
展示されている、地域の美術館です。
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※互近助パントリープロジェクトについては、
P20の下段をご参照ください。



児
島
小
学
校
区
小
地
域
ケ
ア
会
議

で
は
、
健
康
づ
く
り
、
つ
な
が
り
づ

く
り
、
食
料
支
援
等
、
多
く
の
機
能

を
複
合
さ
せ
た
「
つ
な
が
る
パ
ン
ト

リ
ー
」
を
、
小
地
域
ケ
ア
会
議
主
催

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

会
議
室
を
飛
び
出
し
、
多
く
の
住

民
で
「
集
う
」
こ
と
は
、
健
康
状
態

の
把
握
や
三
世
代
交
流
は
も
ち
ろ
ん
、

自
然
な
声
掛
け
や
、
身
近
な
困
り
ご

と
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
機
会
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

会
議
室
の
な
か
で
考
え
る
の
で
は

な
く
、
「
地
域
の
な
か
で
何
か
や
っ

て
み
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
生
ま

れ
た
こ
の
活
動
は
、
今
後
の
地
域
づ

く
り
に
お
け
る
新
た
な
可
能
性
を
秘

め
て
い
ま
す
。

児
島
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

緑
丘
小
学
校
区
小
地
域
ケ
ア
会
議
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
思
う

よ
う
な
活
動
が
停
滞
す
る
な
か
、
小
地

域
ケ
ア
会
議
の
構
成
メ
ン
バ
ー
が
所
属

す
る
各
組
織
の
活
動
を
再
共
有
す
る
取

り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
再
共
有
し
た
情
報
は
、
「
コ

ロ
ナ
禍
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、
困
り
ご
と

を
抱
え
た
地
域
の
人
々
に
情
報
が
届
く

よ
う
に
」
と
、
「
あ
な
た
の
身
近
な
相

談
先
」
と
し
て
ま
と
め
、
自
治
会
等
を

通
じ
て
地
域
に
発
信
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
住
民
の
人
か

ら
の
相
談
も
増
え
、
住
民
同
士
の
困
り

ご
と
相
談
や
支
え
合
い
活
動
の
き
っ
か

け
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

総人口 ５，０７９人

高齢化率 ３７．１５％

高齢者
支援センター 児島中部

地域の
トピック

集会所を開放した「こどもの
遊び場」等、地域と教育機関
との連携も盛んな地域です。
令和3年度には倉敷市総合防
災訓練も実施され、防災への
意識も高まっています。

総人口 １２，２３５人

高齢化率 ２９．３％

高齢者
支援センター 児島中部

地域の
トピック

マリン地区社協主催の「児島
小学校区サロン交流会」の開
催等、地区社協とふれあいサ
ロンの連携が広がっている地
域です。

わがまちの様子

わがまちの様子

つ
な
が
る
パ
ン
ト
リ
ー

小地域ケア
会議で何度
も検討を重
ねました。

「あなたの身近な相談先」
自治会連合会をはじめ、地域で活躍する団体の情報を掲載して
います。地域独自の資源をまとめた「あなたの身近な相談先」
は地域のつながりづくりをお手伝いします。

あ
な
た
の
身
近
な
相
談
先

小地域ケア
会議のメン
バーと住民
が触れ合う
機会になり
ました。
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つながるパントリーに参加した
子ども達から届いたお礼のお手紙。
今回取り組んだことで生まれた成
果（つながり）です。



令和元年令和２年令和３年

味
野
地
区
小
地
域
ケ
ア
会
議
で
は
、

味
野
地
区
の
防
災
力
の
向
上
を
目
指

し
、
味
野
小
地
域
学
校
協
働
本
部
実

行
委
員
会
と
協
力
し
、
毎
年
「
学
防

災
シ
リ
ー
ズ
」
と
称
し
て
防
災
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
を
続
け
る
な
か
で
、
防

災
の
意
識
や
知
識
の
習
得
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り

が
深
ま
る
こ
と
で
、
災
害
だ
け
で
な

く
、
地
域
で
生
じ
る
あ
ら
ゆ
る
課
題

に
対
応
で
き
る
力
が
育
ま
れ
て
い
ま

す
。
「
学
防
災
シ
リ
ー
ズ
」
は
平
時

の
つ
な
が
り
を
非
常
時
の
力
へ
活
か

す
、
す
ば
ら
し
い
取
り
組
み
で
す
。

児
島
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

本
荘
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

「
コ
ロ
ナ
で
集
え
な
い
」
と
い
う
課

題
を
解
決
す
べ
く
、
情
報
発
信
技
術

の
活
用
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

開
設
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
で
不
要
不
急

の
外
出
自
粛
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、

自
宅
に
居
な
が
ら
地
域
行
事
を
楽
し

め
る
よ
う
に
、
毎
年
の
定
番
行
事
で

あ
っ
た
「
雛
め
ぐ
り
」
の
準
備
や
イ

ベ
ン
ト
の
様
子
を
動
画
と
し
て
公
開

し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で
、

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
講
座
」
を
開
催
す
る
な

ど
、
地
域
み
ん
な
で
つ
な
が
り
が
途

切
れ
な
い
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

総人口 ３，５３５人

高齢化率 ３６．６１％

高齢者
支援センター 児島西

地域の
トピック

認知症カフェの運営や、
地域住民による地域住民
のための本荘活性化推進
協議会（生活支援団体）
等、支え合いの取り組み
も活発です。

総人口 ４，８３５人

高齢化率 ３５．５３％

高齢者
支援センター 児島西

地域の
トピック

令和3年度には多くの協力者
の方々に支えられ、「大正橋
こども食堂」が立ち上がりま
した。
【大正橋こども食堂】
開催日：毎月第３土曜日

11時～14時

わがまちの様子

わがまちの様子

本
荘
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル

「特定非営利活動法
人 みんなの集落研究
所」の永田さんを講
師に開催した「LINE
講座」の様子

チャンネル登録よろしくお願いします！
YouTubeで「本荘地区社会福祉協議会」と検索！

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り

学
防
災
シ
リ
ー
ズ

「みんなで体験学防災」 「みんなで作って学防災」 「防災くるくる探検隊」

小学生と一緒に通学路を歩き、
危険箇所の把握や社会資源
（電話ボックスや消火栓等）
の確認を行いました。把握し
た情報はマッピングし、参加
者全員で共有しました。

被災した後のことを考え、土
のう袋づくりや、非常食を自
分で作って食べる体験も行い
ました。

災害発生時のイメージづく
りのため、消防団の活動紹
介や煙体験、消火器訓練、
段ボールベットづくりを行
いました。

終了後は「大正橋
こども食堂」へ行
きました！

ま
な
ぼ
う
さ
い
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
自
分
や
身
近
な

人
が
感
染
し
た
場
合
、
日
常
生
活
に
多
く
の

制
限
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。
子
育
て
世
帯
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
子
ど
も
に
は
お

腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
さ
せ
た
い
。
で
も
買
い
物

に
行
け
な
い
。
頼
る
親
戚
も
い
な
い…
」

そ
ん
な
課
題
に
立
ち
上
が
っ
た
の
が
赤
崎

地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
で
す
。

※

互
近
助
パ
ン
ト
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

活
用
し
、
自
宅
療
養
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
人
の
自
宅
の
玄
関
先
に
、
食
品
・
食
材
を

届
け
る
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。

感
染
し
、
孤
立
し
て
い
た
住
民
か
ら
は
、

「
地
域
の
人
た
ち
が
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
ん
だ
と
思
う
と
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
」

と
話
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
。

距
離
を
と
る
対
策
が
徹
底
さ
れ
る
な
か
、

「
心
の
距
離
」
を
近
づ
け
る
取
り
組
み
が
赤

崎
に
は
あ
り
ま
し
た
。

児
島
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

「
情
報
発
信
」
に
は
様
々
な
方

法
が
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
の
方
法

に
偏
っ
て
し
ま
う
と
、
情
報
が
十

分
に
行
き
届
き
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
課
題
に
立
ち
向
か
っ
て

い
る
の
が
吹
上
自
治
会
で
す
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
メ
ー
ル
、
貼
り
紙

や
声
掛
け
と
い
っ
た
、
一
つ
の
方

法
に
こ
だ
わ
ら
な
い
、
様
々
な
方

法
を
活
用
し
情
報
発
信
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ま
た
情
報
の
共
有
は
住
民
個
人

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
通
い
の
場

で
あ
る
「
吹
上
サ
ロ
ン
」
や
地
域

の
社
会
福
祉
法
人
と
い
っ
た
、
様

々
な
場
や
機
関
と
の
つ
な
が
り
の

強
化
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

総人口 ２，４２５人

高齢化率 ４７．２６％

高齢者
支援センター 下津井

地域の
トピック

吹上サロンは、デイサービス
センター しおかぜ城山の場
所を活用した住民主体の通い
の場です。この場所は届出避
難所としても活用されていま
す。

総人口 ７，５８８人

高齢化率 ３３．０５％

高齢者
支援センター 赤崎

地域の
トピック

赤崎竜王ふくし会（小地域ケ
ア会議）には、地域子育て支
援拠点や児童発達支援事業所
等、子育てに関わる専門職も
多数参加しています。

わがまちの様子

わがまちの様子

赤
崎
地
区
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
の
支
え
合
い
活
動

意見を交わす関係者

「コロナに感染した人たちにこそ支援が
必要。感染者は決して非難の対象ではな
い。非難を強めることは、体調不良を隠
してしまい、病気の発見が遅れるかもし
れない。地域で助け合ってコロナを乗り
越えることが大切なのではないか」と話
す民生委員。

食材・食品を運ぶ民生委員

食べ物ではなく、「心」を運んでいるようにも見えました。

吹
上
自
治
会
の
情
報
発
信

LINEができる方にはLINEで情報発信！

ガラケーの方には
メールで情報発信！

貼り紙もしっかり
活用しています。

自治会長の岩津さん
は、「完璧な情報発
信はない。いろいろ
な人に合った情報発
信を考えていくこと
が大切」と話します。

「吹上サロン」
情報を紡いだ先にあるのは

「つながり」という地域の宝物でした。
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「
社
会
福
祉
法
人
し
お
か
ぜ
」
で

は
、
住
民
が
い
つ
ま
で
も
地
域
で
住

み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
地

域
支
援
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。そ

の
事
業
を
担
当
す
る
理
学
療
法

士
の
土
岐

弥
優
さ
ん
は
、
下
津
井
に

あ
る
通
い
の
場
（
約
８
か
所
）
に
足

を
運
び
、
健
康
づ
く
り
へ
の
助
言
や

サ
ロ
ン
運
営
の
支
援
の
他
、
様
々
な

相
談
に
対
応
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
手
作
り

の
健
康
手
帳
を
作
成
・
配
布
し
、
家

庭
で
も
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る

し
く
み
を
考
案
し
ま
し
た
。

地
域
の
た
め
、
住
民
の
た
め
、
地

域
に
寄
り
添
う
専
門
職
は
、
今
日
も

地
域
の
ど
こ
か
で
活
躍
中
で
す
。

児
島
エ
リ
ア
の
支
え
合
い
事
例

郷
内
地
区
で
は
、
公
的
な
制
度

が
使
え
な
い
高
齢
者
、
障
が
い
者

の
移
動
を
支
え
る
た
め
、
個
人
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
サ
ポ
ー
ト
カ
ー

恵
比
寿
」
と
、
郷
内
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
の
「
ぐ
る
っ
と
ご
う
な

い
」
が
活
躍
中
で
す
。

郷
内
地
区
で
は
以
前
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
導
入
も
検
討

さ
れ
ま
し
た
が
、
山
々
に
囲
ま
れ

た
郷
内
地
区
で
は
、
「
乗
り
合
い

場
所
ま
で
行
け
な
い
」
と
い
っ
た

声
も
多
く
利
用
を
断
念
。
「
ド
ア

ツ
ー
ド
ア
」
（
玄
関
先
か
ら
目
的

地
ま
で
）
を
基
本
に
生
ま
れ
た
仕

組
み
が
「
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
恵
比
寿
」

と
「
ぐ
る
っ
と
ご
う
な
い
」
で
す
。

サ
ポ
ー
ト
カ
ー
恵
比
寿

＆
ぐ
る
っ
と
ご
う
な
い

総人口 ９，０７７人

高齢化率 ２８．５９％

高齢者
支援センター 郷内

地域の
トピック

令和３年度はコロナの影響で
小地域ケア会議が実施できま
せんでしたが、今までの小地
域ケア会議のつながりで「ぐ
るっとごうない」を含めた新
しい取り組みが始まっていま
す。

総人口 １，８８５人

高齢化率 ３８．９９％

高齢者
支援センター 下津井

地域の
トピック

グランドゴルフが活発な地域
で、中には３６５日行ってい
るグランドゴルフ同好会もあ
ります。

わがまちの様子

わがまちの様子

地区社協が取
り組むことで、
見守りや、つ
ながりづくり
にも役立って
います。

「ぐるっとご
うない」で使
用する車は地
域からのご寄
付でいただき
ました。

自家用車を活用した「サポートカー恵比寿」の
車内には「※互近助パントリーボックス」が設
置されています。

社
会
福
祉
法
人

し
お
か
ぜ

地
域
支
援
事
業
に
よ
る
通
い
の
場
支
援

地域住民からは「みっちゃん」の
愛称で親しまれている地域支援事
業担当の土岐 弥優さんのメイン

業務は、「地域に出ること」。
早朝から地域に出かけます。

手づくりの「健康手帳」には、
天気・血圧・脈拍・体温の他、
「今日のひとこと」を記載でき
ます。

26
※互近助パントリープロジェクトについては、

P20の下段をご参照ください。


